













































































町の人々は、その死体 番人を巧みに買収して引き取り、丘の上に埋葬したのだった。この辺り、 〈人間〉が絶妙に描出されてい 、舌を巻くしかあるまい。
他の多くの事件は何世紀も記憶し語り伝えてきた町なの







































ラードの真物の洪水を、あとに何が残 か見ものだろう！と言うのだが、こ 橋はその後何度も大洪水に呑み込まれながらびくとも ない雄姿をまた現し続けるのである。
大洪水に逢うたびに人々はその被害を乗り越えたが、そ












































もすっかり慣 て首に無関心になり、首を晒すの 中止されて 直ぐにはそ 気付きさえし かった、と叙述される。人間と時代 ついてのさり気ない痛烈 洞察であ 。
橋が遭遇するのは、戦乱、疫病、難民の列だけではな





















































ケーニに暗殺されたと報じら たので 町の唯一のイタリア人住民ペロ親方は、肩身の狭い思いに苦しむが、こ 親方を町の子供たちは「ルッケーニ」と呼び立 ては苛めるのだ、わけも分らずに。そ ただ、 「弱くて傷つき易い者をからかい、苛めてやろうという子供特有の要求から」（一六・二〇三）
。しかもそれも、そのうちやめたのだった、





















































































































































































he  Sava ） ［旧ユー
















九九九年）五二頁。尚、 『ドリナの橋』では、邦訳では「長さ二百五十歩あまり、幅は十歩ほど」 （三〇頁） 、英訳では
“
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ent  of  the  Spiritual  Life  of  B
osnia  under 
the  Influence  of  T
urkish  Sovereignty.”
で博士号を取得し
たが学究生活には入らず、外交官となり、大使館員、一等書記官、参事官としてヨーロッパの各首都に在勤し、最後は、ユーゴスラヴィア公使として一九三九年から一九四一年までベルリンに駐在した。前記英訳書序文、及び恒文社版「アンドリッチの人と文学」参照。
［報告］＊本誌の第二二九号
（二〇一四年十二月）
に掲載された拙稿
「山吹の
みのヽヽ
一つだに
――
太田道灌
　
雑感」は、本誌編集
委員会の快諾によって左記の文献に転載された。本誌編集委員会に一本寄贈されている。
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